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本研究は，環境負荷とコストパフォーマンスに優れた不均一系金属触媒を駆使して，
ベンジル位の C－H官能基化と［4＋2］環化付加を基盤とした多段階ワンポット骨格
変換の方法論を確立したものである．すなわち，パラジウム炭素触媒と酸素を組み合
わせた芳香族アセタールに選択的なベンジル位 C―H結合の活性化によって，（1）エ
チレングリコール中で芳香族環状アセタールをヒドロキシアルキルエステル体に効率
良く変換する方法，（2）メタノール中，N,N－ジイソプロピルエチルアミン存在下，
芳香族アセタールをオルトエステル，またはベンジルエーテル類を混合アセタールに
変換する方法を開発した．さらに，（3）共役ジエンとアルキンまたはアルケンとの
Diels-Alder 反応で調製した不飽和脂環式化合物を基質として，バラジウム炭素存在
下で芳香環が生成するアレーンの合成法を確立し，両者を組み合わせたワンポットア
レーン合成法に展開した．（4）共役ジエンとニトロソ化合物のヘテロ Diels-Alder 反
応から生成した基質を銅炭素触媒存在下でN－O結合活性化による環開裂反応を進行
させるワンポットのピロール誘導体合成法を確立した． 
以上、本研究の成果は，環境負荷低減の合成化学上重要な方法論を提供したもので
あり，博士（薬科学）の学位論文として価値あるものと認める． 
 
